
茨木市のお財布に関する基本知識
①【どうして借金をするの？】編

ねぇ、レッド、夏休みの宿題で
市債のことを調べてるんだけど、
市債って借金のことだよね。

そうだね。借金ってあまりい
いイメージがないよね。

そもそもどうして市が借金なん
かするの？

いイメージがないよね。
確かに借金のしすぎはよくな
いけど、市がする借金には
意味があるんだよ。



借金をするといっても、茨木市を含む「地方公共
団体」は、自由に借金ができるわけじゃないんだ。

法律で、借金のルールが定められているんだよ。

ルール？



一時に多くの経費がかかる、

学校の建設や、道路・公園の整
備などの『将来の市民にも負担し
てもらうことが妥当』なハード事業
について、借金ができるという
ルールが決まっているんだよ。

それが建設債って
いうものね。



でも『将来の市民にも
負担してもらうことが妥当』
って、どういうことなの？

例えば、今年度整備した公園は１０年後も
使うことができるよね。

つまり、一時の負担を平準化するために借りた
お金は、その後毎年分割して返すことになるか
ら、１０年後にグリーンが納める税金が、その
借金の返済に使われるのは、 ある意味理に
かなっているだろ？



①一時に多額の経費がかかる施設整備の財源として、
借金をする。

②住宅ローンと同じように、その後約２０年間にわたって
借金を返済していく。

つまり…

③毎年の借金の返済は、毎年施設を利用する市民が
納める税金を使う。

なるほど・・・

ということなんだ



借金をすることによって、
整備を行う時点の市民と、将来に
それを利用する市民で経費の負担を
公平にすることができるってこと。

市がする借金って、
そういう意味もあるんだね！



ってことは、
建物や道路・公園の整備などの
事業をするときは、むしろ借金を
した方が良いってこと？

うーん、
そうとは限らないんだ。

あっ！

・・・
そうとは限らないんだ。
その理由は…



確かに、借金は分割払いにより負担を少なくするけど、
だからと言って借り続けると返済費が積み重なり、気
付けば大きな負担になってしまうんだ。返済にあたって
の利子も結構な額になるしね・・・

そっかぁ、やっぱ借金は

借り過ぎは禁物！！

そっかぁ、やっぱ借金は
しない方が良いのね。

茨木市は市債抑制を基本にしてて、

市民１人あたりの公債費（借金の返
済額） は大阪府内では１番少ない
んだ。（H24茨木:117,658円、
府内都市平均173,289円）



それから…
さっきの例で言えば、確かに、グリーンは
その公園を利用するけど、もしかしたら、
公園の整備よりも、保育所の建設をもっとして
ほしいって思う人がいるかもしれないよね。

だから、

多額の費用がかかり市債の活用が必要となる多額の費用がかかり市債の活用が必要となる
ハード事業の選択には、必要性・効果などを、
充分に考えなきゃね！

事業の選択って
重要なんだぁ…



市債は事業のスムーズな実施と、
その支払いを分割することで、
現在の市民と将来の市民とで
負担を公平にするという大切な
役割を果たしているんだね。

今回は建設債の話を
したけど、実は茨木市は、
赤字を補てんする借金も
してるんだ。

次回はその話をするよ！

だけど、借金のしすぎ…


